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　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費
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効率性
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外国語ボランティアガイド登録者数

4,209

必要性

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 7,642

0

7,779

7,779

0

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

台東区を訪れる観光客（国内外）は年々増加し、ガイド実績も目標値を超える状況となっている
なか、外国人を含む観光客にボランティアがガイドツアーの案内を行うことで、台東区の魅力を
きめ細かく説明することができる。また、主体がボランティアであるため柔軟な対応が可能であ
る。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

観光客のニーズは高く、ガイドを実施することにより、台東区の魅力をわかりやすく説明することができる。ま
た、区民自らが台東区を案内することにより、来街者をおもてなしする意識の向上や普及を図ることができる。

拡大

評
価
結
果

ガイド利用者数の増加及び外国語ガイド利用者数の伸びなど順調でおり、おもてなしの向上や満足度の向上
及び本区のＰＲ・イメージアップの目的を果たしている。

3
日本語ガイドは、ガイド区域が区内全域のため、区内各観光連盟と連携を図りながら実施することにより円滑
な事業推進が図れる。外国語ガイドは、日本政府観光局からの依頼を受けている、東京ＳＧＧクラブが実施し
ている。

東京ＳＧＧクラブ等のボランティア活動団体の社会貢献活動への支援により、町との密接な連携や専門的知識
の活用を効率よく行うことができる。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 4

2,600

7,642

財源項目

(単位：千円)

1,186

成果指標
ガイド利用者数

833　人にかかるコスト（人件費など）

4

7,823

日本語ガイドは、学校関係の割合が大幅増のため、一般観光客増加の方策について検討、２７年度にフリーガイド（定
時ガイド）を試験的に実施することとした。外国語ガイドは、研修会を年間１１回（前年度６回）開催し研修の充実を図っ
た。

0

157

85,000

170

78,505

7,823

4,004

2,590

　決算額　　(単位：千円) 6,809

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0

0

70

台東区観光ボランティアガイド業務委託
一部委託

日本語のガイドについては、区内各観光連盟と連携を図りながら、ガイド予約受付をはじめとする活動の主体は台東区観光
ボランティアガイド事務局（浅草文化観光センター内）を活用して実施している。英語のガイドについては、浅草文化観光セン
ターにおいて、東京SGGクラブによる外国人旅行者に対する観光案内を行っている。また、上野・浅草両地区においては英語
によるガイドツアーを実施している。

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

人日本語ボランティアガイド登録者数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
63

台東区を訪れた観光客に対して観光ガイドを行うことにより、おもてなしの向上や満足度の向上を図るとともに本区のＰＲ・イ
メージアップを図ることを目的とする。

58

人

事業区分

その他サービス

平成２７年度　事務事業評価シート

台東区観光ボランティアガイド設置要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 観光ボランティアガイド
観光課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

　

要綱

所
管

文化産業観光部

区内外から来訪する観光客

〔法令等名〕


